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第７期総合計画が
はじまります こ

れ
か
ら
の
10
年
間
の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る

《
千
歳
市
第
７
期
総
合
計
画
》が
、４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

総
合
計
画
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
の
も
と
、

た
く
さ
ん
の
声
を
取
り
入
れ
な
が
ら
策
定
を
進
め
、

令
和
２
（
２
０
２
０
）
年
12
月
の
第
４
回
定
例
会
で

基
本
構
想
の
議
決
を
得
ま
し
た
。

今
月
の
特
集
で
は
、
総
合
計
画
に
定
め
た

基
本
目
標
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

《
将
来
都
市
像
》

　

千
歳
市
第
７
期
総
合
計
画
の
将

来
都
市
像
は
、「
人
を
つ
な
ぐ　

世
界
を
つ
な
ぐ　

空
の
ま
ち　

ち
と
せ
」
と
し
ま
し
た
。

　

将
来
都
市
像
に
込
め
た
想
い
は

次
の
と
お
り
で
す
。

“
人
を
つ
な
ぐ
”

「
人
口
の
増
加
を
維
持
し
、
多
彩

な
市
民
や
企
業
、
団
体
、
行
政

が
互
い
に
つ
な
が
り
支
え
合
い

な
が
ら
、
人
と
活
力
、
魅
力
が

あ
ふ
れ
る
“
幸
せ
を
感
じ
る
ま

ち
”」

“
世
界
を
つ
な
ぐ
”

「
ま
ち
の
勢
い
を
持
続
し
、
人
や

企
業
が
新
千
歳
空
港
を
通
じ
て

世
界
と
つ
な
が
り
、
国
籍
を
問

わ
ず
多
様
な
人
・
価
値
観
を
受

け
入
れ
る
“
開
か
れ
た
ま
ち
”」

“
空
の
ま
ち
”

「
村
民
の
手
に
よ
っ
て
造
ら
れ
た

一
本
の
着
陸
場
を
原
点
と
す
る

開
拓
精
神
や
空
港
と
と
も
に
歩

ん
で
き
た
歴
史
を
ま
ち
の
誇
り

に
、
空
港
と
と
も
に
成
長
・
発

展
し
、
人
と
物
が
活
発
に
行
き

交
う
“
活
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
”」

あ
た
た
か
さ
と
つ
な
が
り
を
心
で
感
じ
ら
れ
る
ま
ち

１

・
生
活
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
に
お
い
て
、
支
え
合

い
の
基
盤
が
弱
ま
っ
て
き
て
い
る	

・
包
括
的
な
相
談
体
制
の
構
築
や
、
情
報
の
発

信
方
法
を
拡
充
す
る
こ
と
が
重
要

・地
域
住
民
や
関
係
機
関
な
ど
と
の
連
携
を
深
め
、

専
門
的
な
支
援
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
が
必
要

　
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
ま
た
、
一
人
ぐ

ら
し
か
ら
大
家
族
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
年
齢
や

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
で
生
活
し
て
い
る
誰
も
が
、

お
互
い
の
理
解
を
深
め
支
え
合
う
こ
と
が
で
き

る
「
あ
た
た
か
さ
と
つ
な
が
り
を
心
で
感
じ
ら

れ
る
ま
ち
」
を
め
ざ
し
ま
す
。

　総合計画は、千歳の将来について、どのような
《まち》をめざし、その実現のためにどのような取
り組みを行うのかを示すもので、基本的な考え方
や方向性に関する《基本構想》と、具体的に取り
組む事業についての《実施計画》で構成していま
す。皆さんのくらしに関わるすべての行政サービ
スは、総合計画にもとづいて行っています。

将来都市像

まちづくりの基本目標

展開方針

実施計画

基本構想

人口増加につながる
施策や事業

人口戦略プロジェクト

施策

事業 事業

豊
か
な
自
然
を
育
み
快
適
で
住
み
よ
い
ま
ち

２

・
地
球
温
暖
化
を
防
ぐ
た
め
、
地
球
に
や
さ
し

い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
普
及
さ
せ
る
こ
と
が
必
要

・
気
候
変
動
や
自
然
災
害
の
ほ
か
、
マ
ナ
ー
違

反
な
ど
か
ら
良
好
な
自
然
環
境
を
守
っ
て
い
く

こ
と
が
必
要

・
廃
棄
物
の
資
源
化
や
適
正
処
理
を
進
め
、
良

好
な
生
活
環
境
を
守
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要

・
航
空
機
騒
音
な
ど
の
影
響
を
緩
和
す
る
な
ど
、

身
近
な
生
活
空
間
に
お
け
る
環
境
の
維
持
・
向

上
に
努
め
る
こ
と
が
必
要

　
身
近
な
生
活
空
間
か
ら
支
笏
湖
を
包
む
大
自

然
ま
で
、
千
歳
に
広
が
る
豊
か
な
自
然
環
境
を

継
承
し
、
快
適
に
く
ら
す
こ
と
が
で
き
る
「
豊

か
な
自
然
を
育
み
快
適
で
住
み
よ
い
ま
ち
」
を

め
ざ
し
ま
す
。

《
将
来
人
口
》

　

千
歳
市
は
、
転
入
超
過
数
の
維

持
や
出
生
数
の
回
復
な
ど
に
戦
略

的
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
令
和
12

（
２
０
３
０
）
年
に
お
け
る
千
歳
市

の
将
来
人
口
を
10
万
人
と
し
ま
す
。

　《
７
つ
の
基
本
目
標
》

　

第
７
期
総
合
計
画
で
は
、
将
来

都
市
像
の
実
現
や
人
口
増
加
が
続

く
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
、
分
野
ご

と
に
７
つ
の
基
本
目
標
を
定
め
て

い
ま
す
。

総合計画の概要歴史 -HISTORY-

ま
ち
の
現
状
と
課
題（
要
約
）

ま
ち
の
現
状
と
課
題（
要
約
）

目
標
と
す
る
ま
ち
の
姿

目
標
と
す
る
ま
ち
の
姿

千 歳 市 第 ７ 期 総 合 計 画

・1963
総合建設計画
（S38～S45年度）

1971・
第２期総合開発計画
（S46～S55年度）

・1981
第3期総合開発計画
（S56～ H２年度）

1991・
第4期総合計画
（H3～H12年度）

・2001
《新長期総合計画
（H13～H22年度）》

2011・
第６期総合計画
（H23～R2年度）

・2021
第７期総合計画
（R3～R12年度）

・2031

H2 H12 H22 R2 R12

10万人

60,000人

70,000人

80,000人

90,000人

100,000人

第２特集

◉具体的な事業（予定）
休日夜間急病センター運営事業、
自立支援給付事業、認定こども園事業	など

◉具体的な事業（予定）
自然環境保全事業、ごみ減量・リサイクル化啓発事業、
新千歳空港24時間運用枠拡大にともなう周辺環境対策事業　など

令和３年４月１日
スタート

施策

事業 事業
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災
害
や
危
険
か
ら
く
ら
し
を
守
る
ま
ち

充
実
し
た
学
び
と
豊
か
な
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
ま
ち

地
の
利
と
資
源
を
生
か
し
た
産
業
の
ま
ち

く
ら
し
や
す
く
便
利
な
都
市
基
盤
が
あ
る
ま
ち

３４

５６

多
彩
な
市
民
と
オ
ー
ル
千
歳
で
挑
戦
す
る
ま
ち

７

市は、総合計画を市民の皆さんと共有し、
一緒にまちづくりを進めていくため、

20歳代から30歳代の若手職員９人で構成す
る《総合計画タスクフォース》を設置し、市
民の皆さんが手に取って読みたくなる概要版
の作成に取り組んできました。
　総合計画タスクフォースでは、総合計画の
内容を分かりやすく伝えるため、イラストを
多く使ったり、レイアウトを工夫したりする
など、千歳の特性や基本構想の概要などを楽
しく読んでいただけるような冊子としました。
　この概要版は、すべての市民の皆さんに手
に取ってもらえるよう、皆さんのお手元には、
広報ちとせ５月号と一緒に配布する予定です。
　総合計画タスクフォースメンバーが心を込
めて作成した冊子です。皆さんにご覧いただ
き、10年間保存していただけると幸いです。
　また、計画の詳しい内容については、2021
（令和３）年４月から市ホームページに掲載す
るほか、図書館やコミセンなどの市内公共施
設でご覧いただけます。

読みやすい
わかりやすい

概 要 版 を 作 成
総合計画タスクフォースで

企画部 企画課 主査（長期総合計画策定担当）
( （24）3131  （内線 564）　　　（22） 8852
   　chokei@city.chitose.lg.jp

■FAX

■E

千歳市　新しい総合計画 検索

・
防
災
対
策
の
強
化
な
ど
の
公
助
に
加
え
、「
自
分
の

命
は
自
分
で
守
る
」、「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た

ち
で
守
る
」
と
い
う
自
助
・
共
助
の
考
え
方
が
重
要

・
災
害
や
交
通
事
故
な
ど
の
被
害
を
未
然
に
防
ぐ
環

境
づ
く
り
に
加
え
、
市
民
一
人
一
人
の
意
識
を
高
め

て
い
く
こ
と
が
必
要

・
安
全
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
、

防
災
や
交
通
安
全
、
防
犯
、
消
防
な
ど
の
面
か
ら
着

実
に
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要

　
災
害
へ
の
備
え
の
意
識
や
日
常
生
活
と
隣
り
合
わ

せ
に
あ
る
交
通
事
故
、
犯
罪
な
ど
を
未
然
に
防
ぐ
意

識
を
日
ご
ろ
か
ら
高
め
合
い
、
安
全
・
安
心
な
ま
ち

づ
く
り
を
着
実
に
進
め
、
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
、

災
害
時
も
み
ん
な
で
助
け
合
い
、
困
難
を
乗
り
越
え

る
こ
と
が
で
き
る
「
災
害
や
危
険
か
ら
く
ら
し
を
守

る
ま
ち
」
を
め
ざ
し
ま
す
。

・
社
会
状
況
な
ど
の
変
化
に
よ
っ
て
多
様
化
・
拡
大
す

る
学
校
教
育
へ
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
こ
と
が
必
要

・
生
涯
に
わ
た
っ
て
学
び
や
文
化
活
動
、
ス
ポ
ー
ツ
を

楽
し
め
る
環
境
づ
く
り
が
必
要

・
多
彩
な
知
識
や
技
術
を
持
つ
人
が
多
い
千
歳
な
ら

で
は
の
学
び
と
学
び
を
生
か
し
た
活
動
の
場
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要

　
教
育
環
境
の
整
備
を
進
め
、
幼
児
期
か
ら
生
涯
に
わ

た
っ
て
市
民
が
生
き
生
き
と
学
び
、
教
養
を
深
め
る
機

会
を
創
出
す
る
と
と
も
に
、
文
化
芸
術
活
動
や
ス
ポ
ー

ツ
活
動
を
通
じ
て
交
流
の
輪
を
広
げ
、
ま
ち
づ
く
り
や

地
域
活
性
化
の
力
と
な
っ
て
い
く
「
充
実
し
た
学
び
と

豊
か
な
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
ま
ち
」
を
め
ざ
し
ま
す
。

・
千
歳
産
農
畜
産
物
や
支
笏
湖
チ
ッ
プ
の
認
知
度
を

高
め
、
消
費
の
拡
大
や
担
い
手
の
確
保
な
ど
を
促
進

す
る
こ
と
が
必
要

・
立
地
条
件
の
良
さ
な
ど
の
特
性
を
最
大
限
に
生
か
し
、

多
様
な
企
業
の
誘
致
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
必
要

・
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
時
代
に
合
っ
た
新
た
な

ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
こ
と
が
必
要

・
宿
泊
地
や
観
光
地
、
商
業
地
と
し
て
の
ま
ち
の
魅

力
を
高
め
る
こ
と
が
必
要

　
豊
か
な
自
然
環
境
を
は
じ
め
、
新
千
歳
空
港
や
多
く

の
立
地
企
業
・
人
材
な
ど
、
千
歳
市
の
地
域
資
源
を
生

か
し
産
業
を
振
興
す
る
こ
と
で
、
市
民
の
生
活
が
豊
か

に
な
り
、
地
域
経
済
も
発
展
す
る
「
地
の
利
と
資
源
を

生
か
し
た
産
業
の
ま
ち
」
を
め
ざ
し
ま
す
。

・
計
画
的
な
土
地
利
用
や
都
市
基
盤
の
持
つ
機
能
を

維
持
す
る
こ
と
が
必
要

・
空
港
の
機
能
や
魅
力
を
最
大
限
に
活
用
し
、
空
港

を
核
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
が
必
要

・
快
適
で
利
用
し
や
す
い
公
共
交
通
の
充
実
に
努
め

る
こ
と
が
必
要

・
都
市
基
盤
の
強
靭
化
や
有
効
利
用
に
努
め
る
こ
と

が
必
要

　
こ
れ
ま
で
整
備
し
て
き
た
都
市
基
盤
の
利
便
性
や
強

さ
を
さ
ら
に
高
め
、市
民
が
安
心
し
て
快
適
に
く
ら
し
、

に
ぎ
わ
い
を
生
み
出
す
こ
と
の
で
き
る
「
く
ら
し
や
す

く
便
利
な
都
市
基
盤
が
あ
る
ま
ち
」
を
め
ざ
し
ま
す
。

・
国
防
や
地
域
防
災
な
ど
、
市
民
協
働
の
担
い
手
と

し
て
必
要
不
可
欠
な
存
在
で
あ
る
自
衛
隊
の
体
制
維

持
・
強
化
に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要

・
人
口
増
加
と
ま
ち
の
活
力
を
維
持
す
る
た
め
、
千
歳

市
の
魅
力
を
積
極
的
に
売
り
込
ん
で
い
く
こ
と
が
必
要

・
安
定
的
に
行
政
運
営
を
継
続
す
る
た
め
、
財
政
収

支
の
均
衡
維
持
の
ほ
か
、
組
織
の
適
正
化
や
他
自
治

体
と
の
連
携
が
必
要

時
代
と
と
も
に
生
ま
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
や
目
標
に

対
し
、
千
歳
市
民
を
は
じ
め
、
千
歳
市
に
縁
の
あ
る
人

た
ち
が
持
つ
多
彩
な
知
恵
や
経
験
を
結
集
し
、
解
決
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
で
き
る
「
多
彩
な
市

民
と
オ
ー
ル
千
歳
で
挑
戦
す
る
ま
ち
」を
め
ざ
し
ま
す
。

ま
ち
の
現
状
と
課
題（
要
約
）

ま
ち
の
現
状
と
課
題（
要
約
）

ま
ち
の
現
状
と
課
題（
要
約
）

ま
ち
の
現
状
と
課
題（
要
約
）

ま
ち
の
現
状
と
課
題（
要
約
）

目
標
と
す
る
ま
ち
の
姿

目
標
と
す
る
ま
ち
の
姿

目
標
と
す
る
ま
ち
の
姿

目
標
と
す
る
ま
ち
の
姿

目
標
と
す
る
ま
ち
の
姿

千 歳 市 第 ７ 期 総 合 計 画

From  Mayor  Of  Chitose

Y A M A G U C H I   K O T A R O

　

第
７
期
総
合
計
画
は
、
10
年
間
の

方
向
性
を
示
す
《
基
本
構
想
》
と
、

計
画
期
間
を
３
年
間
と
し
、
具
体
的
な

施
策
や
事
業
を
示
す
《
実
施
計
画
》
で
構
成
し
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
先
行

き
を
見
通
す
こ
と
が
難
し
い
中
、
総
合
計
画
が
ス
タ
ー

ト
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
日
々
変
化
す
る
社
会
情

勢
や
市
民
ニ
ー
ズ
を
敏
感
に
と
ら
え
、
実
施
計
画
の
内

容
を
毎
年
見
直
し
な
が
ら
的
確
に
事
業
を
展
開
す
る
こ

と
で
実
効
性
を
高
め
、
将
来
都
市
像
で
あ
る
「
人
を
つ

な
ぐ　

世
界
を
つ
な
ぐ　

空
の
ま
ち　

ち
と
せ
」
の
実

現
を
め
ざ
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
今
後
も
ま
ち
づ
く
り

へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◉具体的な事業（予定）
防災訓練事業、交通安全推進事業、
火災予防等推進普及事業	など

◉具体的な事業（予定）
小中学校 ICT機器等整備事業、スポーツ普及推進事業、
縄文遺跡群世界遺産登録推進事業	など

◉具体的な事業（予定）
企業誘致推進事業、観光PR事業、
ヒメマス保護振興事業	など

◉具体的な事業（予定）
市民協働推進事業、自衛隊体制強化要望活動事業、
情報発信力強化事業	など

◉具体的な事業（予定）
空港機能整備促進事業、市道整備事業、
千歳駅前広場再整備事業	など

「
将
来
都
市
像
」
の
実
現
に
向
け
て

※《タスクフォース》とは、重要課題を解決
　 するために特別に編成された組織です。


